
教科の中での言語活動で
考える力と表現力を養う

―　広島県立忠海高校の実践から　―

新課程では、小・中・高のすべての学校段階で「言語活動の充実」が盛り込まれ、
全教科・領域等で展開するよううたわれている。高校では、現行課程でも「総合的な学習の時間」や

小論文指導等で、「読む」「書く」「話す」「聞く」を行う活動は実践されているが、
教科指導ではどのような言語活動が考えられるのか。実践事例から探る。

学校の根幹を見つめ、今の指導を次代の指導へとつなぐ 新課程への助走

図１ ＰＩＳＡ調査における日本の結果
２０００年調査と２００６年調査（読解力）の比較

出典／「OECD 生徒の学習到達度調査（PISA）
２００６年調査国際結果の要約」より抜粋

２００６年

日本の得点 522点
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２０００年

ただのうみ

　

新
課
程
で
「
言
語
活
動
の
充
実
」
が

打
ち
出
さ
れ
た
背
景
は
二
つ
あ
る
。
一

つ
は
、
２
０
０
４
年
に
文
化
審
議
会
の

答
申
「
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
求
め
ら
れ

る
国
語
力
に
つ
い
て
」
の
中
で
、
教
育

活
動
全
体
で
の
「
国
語
力
」
の
重
要
性

が
う
た
わ
れ
た
こ
と
。
も
う
一
つ
は
Ｐ

Ｉ
Ｓ
Ａ
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
生
徒
の
学
習
到
達

度
調
査
）
の
調
査
結
果
に
よ
り
、「
読

解
力
」
に
課
題
が
あ
る
と
示
さ
れ
た
こ

と
（
図
１
）
で
あ
る
。
新
課
程
で
は
、

思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
を
育
成
し
、

課
題
解
決
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
を
目

標
と
し
て
「
言
語
活
動
の
充
実
」
を
掲

げ
、
小
・
中
・
高
す
べ
て
の
段
階
で
そ

の
重
要
性
を
明
示
し
た
。
13
年
度
に
全

面
実
施
さ
れ
る
高
校
の
新
課
程
で
も
そ

の
内
容
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

　
「
言
語
活
動
」
は
、「
話
す
」「
聞
く
」

な
ど
の
「
言
葉
に
よ
る
活
動
」
と
捉
え

ら
れ
る
。
新
課
程
で
は
「
言
語
活
動
の

充
実
」
を
全
教
科
・
領
域
等
で
展
開
す

る
よ
う
明
記
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
数
学

で
は
「
自
ら
の
考
え
を
数
学
的
に
表
現

し
根
拠
を
明
ら
か
に
し
て
説
明
し
た

り
、
議
論
し
た
り
す
る
こ
と
。」、
理
科

で
は
「
各
科
目
の
指
導
に
当
た
っ
て

は
、
観
察
、
実
験
な
ど
の
結
果
を
分
析

し
解
釈
し
て
自
ら
の
考
え
を
導
き
出

し
、
そ
れ
ら
を
表
現
す
る
な
ど
の
学
習

活
動
を
充
実
す
る
こ
と
。」
と
そ
の
重

要
性
が
明
示
さ
れ
て
い
る
（
＊
）。

　

こ
の
よ
う
な
活
動
を
従
来
か
ら
実
践

し
て
き
た
教
師
は
少
な
く
な
い
が
、
新

課
程
を
機
に
改
め
て
「
言
語
活
動
」
の

内
容
を
振
り
返
り
、
よ
り
効
果
的
な
活

動
に
し
た
い
。
今
号
で
は
、
各
教
科
で

言
語
活
動
を
取
り
入
れ
、
思
考
力
、
表

現
力
を
育
成
し
て
い
る
広
島
県
立
忠
海

高
校
の
実
践
例
を
紹
介
す
る
。

Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
調
査
で
日
本
の
高
校
生
の

「
読
解
力
」
低
下
が
課
題
に

全
教
科
・
領
域
で

「
言
語
活
動
の
充
実
」
を
展
開

＊文部科学省「言語活動に関する学習指導要領改訂の記述例【高等学校】（抜粋）」より
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広
島
県
立
忠
海
高
校
が
学
校
教
育
全

体
で
言
語
活
動
を
取
り
入
れ
た
の
は
、

２
０
０
５
年
度
か
ら
３
年
間
、
広
島
県

教
育
委
員
会
「
こ
と
ば
の
教
育
」
の
研

究
校
に
指
定
さ
れ
た
の
が
き
っ
か
け

だ
。
同
校
の
あ
る
竹
原
市
忠
海
地
域
の

小
・
中
学
校
と
連
携
し
、「
各
教
科
に

お
け
る
、
こ
と
ば
の
力
を
土
台
と
し
た

指
導
方
法
の
工
夫
・
改
善
〜
教
科
目
標

達
成
の
た
め
の
有
効
な
『
言
語
技
術
』

の
活
用
を
も
と
に
〜
」
を
主
題
と
し

て
、
言
語
技
術
を
教
科
学
力
の
向
上
に

生
か
す
方
法
を
研
究
し
て
き
た
。

　

07
年
度
に
研
究
指
定
は
終
え
た
が
、

現
在
も
研
究
の
成
果
を
基
に
、「
総
合

的
な
学
習
の
時
間
」
や
小
論
文
指
導
、

教
科
学
習
と
、
学
校
教
育
全
体
で
言
語

活
動
を
取
り
入
れ
て
い
る
。
進
路
指
導

部
主
任
の
石
村
ま
さ
み
先
生
は
、
そ
の

狙
い
を
次
の
よ
う
に
話
す
。

　
「
本
校
は
１
学
年
２
ク
ラ
ス
と
規
模

が
小
さ
く
、
生
徒
と
教
師
の
距
離
が
非

常
に
近
い
の
が
特
色
で
す
。
生
徒
が
教

師
の
指
導
に
よ
く
応
え
て
く
れ
る
半

面
、
両
者
が
な
れ
合
っ
た
り
、
多
く
を

語
ら
な
く
て
も
意
思
疎
通
が
出
来
た
り

と
い
う
面
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
地
域
の

小
・
中
学
校
も
同
じ
よ
う
な
環
境
に
あ

り
、
そ
の
た
め
、
自
分
で
考
え
る
力
や

他
者
に
伝
え
る
力
が
十
分
に
育
っ
て
い

る
と
は
言
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
生
徒
の

多
く
は
高
校
を
卒
業
し
た
ら
こ
の
地
を

離
れ
ま
す
。
社
会
で
生
き
抜
く
た
め

に
、
自
分
で
し
っ
か
り
考
え
、
自
分
の

言
葉
で
伝
え
ら
れ
る
力
を
付
け
さ
せ
た

い
。
研
究
校
に
指
定
さ
れ
て
以
来
、
こ

の
思
い
は
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
」

　

同
校
は
、
日
常
会
話
か
ら
生
徒
に
筋

道
を
追
っ
て
話
を
さ
せ
る
指
導
を
徹
底

し
て
い
る
。
例
え
ば
、
生
徒
が
職
員
室

に
来
た
ら
、
名
前
と
誰
に
ど
の
よ
う
な

用
事
が
あ
る
の
か
を
は
っ
き
り
言
わ
せ

る
。「
先
生
、
鍵
」
と
だ
け
言
う
生
徒

に
は
「
ど
こ
の
鍵
を
何
の
た
め
に
ど
う

し
た
い
の
」
と
問
い
返
す
の
だ
と
、
教

務
部
主
任
の
有
木
克
明
先
生
は
話
す
。

　
「
授
業
で
も
職
員
室
で
も
、
生
徒
と

の
会
話
で
は
意
識
し
て
『
い
つ
、
ど
う

し
て
、
な
ぜ
』
と
問
い
掛
け
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
生
徒
は
初
め
、
ど
う
し

て
そ
う
問
わ
れ
て
い
る
の
か
分
か
ら
な

い
よ
う
で
す
が
、
教
師
が
辛
抱
強
く
繰

り
返
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
他
人
に
伝
わ

る
よ
う
に
話
す
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い

の
か
を
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
１

年
生
の
時
に
は
単
語
の
羅
列
で
し
か
返

答
で
き
な
い
よ
う
な
生
徒
で
も
、
２
年

生
に
な
る
頃
に
は
文
章
で
話
せ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
で
す
」

　

学
校
全
体
で
取
り
組
む
教
科
の
中
で

「
な
ぜ
」と
い
う
問
い
掛
け
か
ら

相
手
に
伝
え
る
力
を
養
う

定
期
考
査
に
は

全
教
科
で
論
述
問
題
を
出
す

広
島
県
立
忠
海
高
校

石
村
ま
さ
み

Ish
im

u
ra M

asam
i

教
職
歴
９
年
。同
校
に
赴
任
し
て
６

年
目
。進
路
指
導
部
主
任
。担
当
教

科
は
英
語
。

広
島
県
立
忠
海
高
校

兼
田
修
一

K
an

ed
a S

h
u

ich
i

教
職
歴
19
年
。同
校
に
赴
任
し
て
９

年
目
。総
務
企
画
部
。担
当
教
科
は

理
科
。

広
島
県
立
忠
海
高
校

「
こ
と
ば
の
教
育
」
に

全
教
科
で
取
り
組
み

考
え
る
力
と
表
現
力
を
育
て
る

学
校
事
例

広
島
県
立
忠
海
高
校

有
木
克
明

A
rik

i K
atsu

ak
i

教
職
歴
13
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

５
年
目
。
教
務
部
主
任
。
担
当
教

科
は
理
科
。

広
島
県
立
忠
海
高
校

西
岡
隆
史

N
ish

io
k

a T
ak

ash
i

教
職
歴
７
年
。同
校
に
赴
任
し
て
３

年
目
。教
務
部
。担
当
教
科
は
数
学
。

広
島
県
立
忠
海
高
校

旧
制
中
学
を
前
身
と
す
る
、
１
１
０
年
以
上
の
歴
史
を

持
つ
伝
統
校
。
瀬
戸
内
海
に
面
し
た
自
然
環
境
に
恵
ま

れ
た
地
に
あ
る
。

全
日
制
／
普
通
科
／
共
学
／
１
学
年
約
80
人

２
０
１
０
年
度
の
合
格
実
績
◎
国
公
立
大
は
、
広
島
大
、

山
口
大
、
愛
媛
大
な
ど
に
11
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、

関
西
大
、
近
畿
大
、
広
島
女
学
院
大
な
ど
に
延
べ
62
人

が
合
格
。
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新課程への助走

図２ 定期考査での記述・論述問題の例

＊学校資料を基に編集部で作成

数学Ⅰ
　8+2　15 の２重根号をはずせ。ただし、２重根号がはずせる理
由も述べること。その際にa2+2ab+b2=(a+b)2を利用すること。

化学Ⅰ
Ａ君が一人暮らしをすることになりました。新しい家のガスコンロを買う
のに、都市ガス（主成分メタン）用を買えばいいのか、プロパンＣ３
Ｈ８ガス用を買えばいいのか、迷っています。あなたの力で、どちらを
買えばいいのか、化学的理由付けをして教えてあげてください。

英語Ⅰ
（英語の課題文を示した上で）伝来した当時のスシは、どのようなも
のでしたか。本文に即して４５字以内の日本語で答えなさい。

英語Ⅱ
（英語の課題文を示した上で）下線部①の that が示す内容を本文
に即し３５字以内の日本語で答えなさい。

家庭基礎
「たんぱく質の補足効果」について説明しなさい。

保健体育（１年生）
「受動喫煙」について、何が問題なのかも含めて説明しなさい。

保健体育（２年生）
「中高年期に、はりのある生活をおくるために」というテーマで、次の
３つのキーワードを入れて文章をつくりなさい。
キーワード ： ①役割　②生きがい　③存在感

の
言
語
活
動
の
一
つ
と
し
て
、
定
期
考

査
に
全
教
科
で
論
述
問
題
を
必
ず
１
題

以
上
出
す
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
（
図

２
）。
保
健
体
育
や
家
庭
科
な
ど
、
論

述
問
題
を
取
り
入
れ
る
の
が
難
し
い
教

科
で
は
、
用
語
説
明
な
ど
を
出
題
す

る
。
理
科
担
当
の
兼
田
修
一
先
生
は
、

そ
れ
で
も
効
果
は
あ
る
と
話
す
。

　
「
知
識
の
定
着
を
問
う
の
で
あ
れ
ば

選
択
式
と
い
う
方
法
も
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
記
述
式
で
あ
れ
ば
、
た
と
え
暗

記
し
た
こ
と
で
も
、
自
分
が
得
た
知
識

を
言
葉
に
し
て
説
明
す
る
わ
け
で
す
か

ら
、
よ
り
深
い
理
解
が
必
要
と
な
り
、

学
習
の
定
着
が
促
進
さ
れ
る
の
で
す
」

　

定
期
考
査
後
は
、
教
科
ご
と
に
正
答

率
、
解
答
率
、
無
回
答
率
を
算
出
し
て

分
析
す
る
。
着
目
す
る
の
は
無
回
答
率

だ
。
白
紙
で
の
提
出
は
、
考
え
る
こ
と

を
諦
め
た
こ
と
に
な
る
。
最
後
ま
で
考

え
さ
せ
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か

を
検
討
し
、
授
業
の
改
善
に
生
か
す
。

ま
た
、
論
述
式
に
慣
れ
て
い
な
い
１
年

生
は
特
に
空
欄
に
な
り
や
す
い
。
最
初

は
数
か
所
を
虫
食
い
に
し
た
文
章
の
穴

埋
め
問
題
を
出
す
な
ど
し
て
、
徐
々
に

論
述
問
題
に
慣
れ
、
自
分
の
言
葉
で
書

け
る
よ
う
に
な
る
工
夫
を
す
る
。

■
身
近
な
話
題
を
取
り
入
れ
、
自
分
の

知
識
と
結
び
付
け
て
考
え
さ
せ
る

　

授
業
に
言
語
活
動
を
ど
う
取
り
入
れ

る
か
は
、
個
々
の
教
師
に
任
さ
れ
て
い

る
。
理
科
担
当
の
有
木
先
生
は
、
授
業

に
身
近
な
話
題
を
取
り
入
れ
、
生
徒
の

関
心
を
引
き
つ
け
る
と
共
に
、
生
徒
の

持
つ
知
識
と
結
び
付
け
て
考
え
ら
れ
る

よ
う
工
夫
す
る
。そ
し
て
、そ
れ
ら
の
話

か
ら
定
期
考
査
の
論
述
問
題
を
出
す
。

　
「
前
任
校
で
も
生
徒
に
身
近
な
素
材

を
取
り
入
れ
て
話
そ
う
と
し
て
い
ま
し

た
が
、
本
校
に
赴
任
し
て
か
ら
は
、
そ

れ
が
『
こ
と
ば
の
教
育
』
で
あ
る
と
意

識
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
身
近
な

話
題
を
授
業
に
盛
り
込
む
こ
と
は
、
生

徒
の
関
心
を
引
く
効
果
が
あ
る
だ
け
で

な
く
、
生
徒
が
自
ら
考
え
る
き
っ
か
け

に
な
る
と
再
認
識
し
た
の
で
す
」

■
他
人
に
説
明
す
る
こ
と
を
目
標
に
言

語
化
さ
せ
る

　

数
学
で
は
、
09
年
度
に
西
岡
隆
史
先

生
が
「
こ
と
ば
の
教
育
」
を
テ
ー
マ
に

研
究
授
業
を
行
っ
た
。
ま
ず
生
徒
に
定

積
分
で
関
数
の
グ
ラ
フ
で
表
さ
れ
る
図

形
の
面
積
を
求
め
る
問
題
の
解
説
を
配

布
し
、「
こ
の
問
題
を
他
人
に
解
説
で

き
る
よ
う
に
分
析
し
て
レ
ポ
ー
ト
に
ま

と
め
よ
う
」
と
宿
題
を
出
す
。
宿
題
は

２
日
後
の
授
業
に
持
参
さ
せ
、
グ
ル
ー

プ
内
で
発
表
し
、
ど
の
解
説
が
分
か
り

や
す
い
か
を
話
し
合
う
。
そ
の
後
、
グ

ル
ー
プ
の
代
表
が
全
体
発
表
し
、
ク
ラ

ス
全
体
で
検
討
し
た
。

　
「『
他
人
に
説
明
す
る
』
こ
と
を
目
標

に
、
ま
ず
は
１
人
で
考
え
、
そ
れ
を
グ

ル
ー
プ
で
発
表
し
、
質
問
に
答
え
る
と

い
う
言
語
活
動
を
設
定
し
ま
し
た
。
私

が
良
い
解
答
と
し
て
皆
の
前
で
発
表
し

た
の
は
、
配
布
し
た
問
題
で
は
曖
昧
に

さ
れ
て
い
た
点
に
疑
問
を
持
ち
、
自
分

な
り
に
解
説
を
加
え
た
生
徒
の
も
の
で

し
た
。
問
題
文
を
き
ち
ん
と
読
み
取

り
、
課
題
意
識
を
持
っ
て
取
り
組
め
て

い
た
レ
ポ
ー
ト
を
評
価
し
た
の
で
す
。

結
果
的
に
、
必
ず
し
も
数
学
の
成
績
が

良
い
生
徒
が
良
い
レ
ポ
ー
ト
を
書
く
の

で
は
な
く
、
じ
っ
く
り
考
え
る
こ
と
が

出
来
る
生
徒
が
良
い
レ
ポ
ー
ト
を
書
い

て
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
生
徒
が
大
学

で
の
学
び
や
社
会
で
力
を
発
揮
し
て
い

く
の
だ
と
思
い
ま
す
」（
西
岡
先
生
）

■
発
表
を
意
識
さ
せ
、
実
践
力
に
つ
な

授
業
で
行
う
言
語
活
動
の

工
夫
と
具
体
例
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図３ 英語の授業における言語活動の例

＊学校資料を基に編集部で作成

学年 内容 目的
“Japan to the World” Project
日本について外国の人に紹介す
るプレゼンテーション活動

自分が調べたことに対して、自分の
考え・意見を書き、話すことができ
るようになる。また、話されたものを
聞き取ることができる力を身に付ける

世界遺産ツアー
世界遺産について調べてそのツ
アーを企画し、プレゼンテーシ
ョンする活動

自分が調べたことに対して、自分の
考え・意見を書き、話すことができ
るようになる。また、話されたものを
聞き取れるようになる。論理展開に
注意し、意見などを効果的に伝える
表現を使うことができる（聞き手を
意識させる）

英作文コンテスト
与えられたトピックについて自分
の意見を書く。事前に論理的な
文章の書き方などを指導する。
優秀な作品は県の英作文コンテ
ストに出品する

自分の考えを適切に伝えることが出
来る。考えの論拠・理由を示すこと
ができるようになる

予想問題作成
定期考査の問題をグループで話
し合い、検討して作成する

問題解決の過程の中で、他者と協同
して課題を解決することができる

２
年
生

３
年
生

１
年
生

が
る
指
導
を
行
う

　

英
語
で
は
、
元
々
行
っ
て
き
た
実
践

的
な
英
語
を
身
に
付
け
る
た
め
の
活
動

を
「
言
語
活
動
」
の
観
点
で
捉
え
直
し

た
こ
と
で
、
活
動
の
目
的
が
一
層
明
確

に
な
っ
た
（
図
３
）。
生
徒
に
対
し
て
、

発
表
を
よ
り
意
識
さ
せ
て
指
導
す
る
よ

う
に
な
っ
た
と
石
村
先
生
は
語
る
。

　
「
生
徒
に
『
発
表
』
と
い
う
場
を
何

度
も
与
え
る
こ
と
は
、
学
習
の
定
着
と

い
う
効
果
だ
け
で
な
く
、
生
徒
が
主
体

的
に
活
動
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
る
と

い
う
成
果
も
生
み
ま
し
た
。
恥
ず
か
し

い
も
の
は
出
せ
な
い
と
内
容
を
吟
味
し

ま
す
し
、
発
表
に
向
け
て
発
音
練
習
も

し
ま
す
。
目
標
に
向
け
て
計
画
を
立

て
、
実
践
し
、
次
の
活
動
で
は
そ
の
反

省
を
踏
ま
え
て
取
り
組
め
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
発
表
が
評
価
さ
れ

た
と
い
う
達
成
感
も
次
の
学
習
の
糧
と

な
る
重
要
な
要
素
で
す
」

　

各
教
科
で
行
わ
れ
て
い
る
言
語
活

動
の
共
通
点
は
、
こ
れ
ま
で
の
指
導

を
見
直
し
、
言
語

活
動
と
し
て
再
構

築
し
て
い
る
こ
と

だ
。
新
た
な
活
動

を
取
り
入
れ
る
の

で
は
な
く
、
授
業

中
に
要
所
で
問
い

掛
け
や
発
表
を
行

い
、
生
徒
に
考
え

さ
せ
、
表
現
さ
せ

る
こ
と
を
一
層
重

視
し
て
い
る
。

　
「
理
科
で
の
言

語
活
動
に
は
実
験

の
レ
ポ
ー
ト
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
結
果
を
自
分
の
知
識
を

集
め
て
仮
説
を
立
て
、
自
分
な
り
の
論

理
を
つ
く
り
上
げ
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
が

大
切
で
す
。
そ
れ
を
普
段
の
授
業
で
も

行
え
る
よ
う
、『
な
ぜ
』
と
問
い
掛
け
、

生
徒
に
発
言
さ
せ
る
よ
う
に
心
掛
け
て

い
ま
す
。
答
え
を
間
違
え
て
も
、
ど
う

し
て
そ
の
答
え
に
至
っ
た
の
か
を
説
明

で
き
れ
ば
、
そ
れ
も
一
つ
の
学
び
の
成

果
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」（
兼
田
先
生
）

　

グ
ル
ー
プ
学
習
を
言
語
活
動
の
一
環

と
し
て
行
う
の
も
、
大
き
な
特
徴
だ
。

　
「
一
つ
の
目
標
に
向
け
て
グ
ル
ー
プ

で
協
力
し
、
調
べ
、
話
し
合
い
、
発
表

の
た
め
に
文
章
に
ま
と
め
る
。ま
さ
に
、

自
分
で
考
え
、
相
手
に
伝
わ
る
よ
う
に

表
現
す
る
と
い
う
過
程
を
体
験
で
き
ま

す
。
同
じ
言
語
活
動
で
も
、
小
論
文
の

作
成
は
家
庭
で
１
人
で
も
出
来
ま
す

が
、
グ
ル
ー
プ
学
習
は
学
校
で
し
か
出

来
ま
せ
ん
。
生
徒
の
力
の
伸
長
の
た
め

に
は
、
普
段
の
授
業
を
少
し
ず
つ
削
っ

て
時
間
を
捻
出
し
て
で
も
取
り
組
む
価

値
が
あ
る
と
思
い
ま
す
」（
有
木
先
生
）

　

進
度
の
都
合
を
考
え
る
と
、
す
べ
て

の
授
業
で
言
語
活
動
を
実
践
す
る
の
は

難
し
い
。
し
か
し
、
今
後
も
出
来
る
範

囲
で
続
け
た
い
と
有
木
先
生
は
話
す
。

　
「
中
学
校
の
先
生
に
、
本
校
に
通
う

卒
業
生
が
中
学
時
代
と
比
べ
て
積
極
的

に
話
す
よ
う
に
な
っ
て
驚
い
た
と
言
わ

れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
自
分
の
意
見

を
書
い
た
り
発
表
し
た
り
す
る
こ
と

で
、
２
年
生
に
な
れ
ば
し
っ
か
り
と
話

が
出
来
る
よ
う
に
な
る
の
で
す
。
進
学

面
で
も
実
績
は
伸
び
て
い
ま
す
。
そ
れ

は
、
一
般
的
に
言
葉
の
力
が
求
め
ら
れ

る
と
い
わ
れ
て
い
る
推
薦
入
試
や
Ａ
Ｏ

入
試
で
の
実
績
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
一
般
入
試
で
も
言
語
活
動
を
充
実

し
て
き
た
成
果
が
表
れ
て
き
ま
し
た
。

言
語
力
は
す
べ
て
の
力
の
土
台
に
な
り

ま
す
。
研
究
授
業
な
ど
を
通
し
て
言
語

活
動
の
意
義
を
伝
え
、
授
業
に
無
理
な

く
取
り
入
れ
ら
れ
る
方
法
を
模
索
し
た

い
と
思
い
ま
す
」

　

更
に
石
村
先
生
は
、
新
課
程
を
指
導

を
見
直
す
機
会
に
し
た
い
と
言
う
。

　
「
新
課
程
で
は
、
言
語
活
動
の
充
実

が
一
層
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を

機
に
、
生
徒
に
本
当
に
必
要
な
指
導
は

何
か
を
精
査
し
、
取
り
組
み
を
再
定
義

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

言
語
力
は

す
べ
て
の
力
の
土
台

「
な
ぜ
」
と
い
う
問
い
掛
け
も

言
語
活
動
の
一
つ
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